
書式第 9号

平 成 23年 度 事 業 報 告 書

平成 23 年 4 月 1 日 から 平成 24 年 3 月 31 日まで

特定非営利活動法人 海外に子ども用車椅子を送る会

1 事業の成果

平成23年度は、ベ トナム:150台 (7月 )、
エチオピア80台 (9月 )、

パラグァイ :80台 (10月 )フ ィリピン:80

台(11月 )カ ンボジア :80台 (2月 )の 470台の子ども用車いすを寄贈する計画に対して、ネパール (4

月):100台、ベ トナム (8月 ):150台、エチオピア(10月 ):90台、フィリピン(12月 ):80台、カンボジア(2

月):80台、タイ(2月 ):80台 の580台の寄贈を達成、計画を上回つた。

子ども用車いすの寄員曽累計は活動開始以来19ヵ 国に34回、2705台 となつた。
また、寄贈車いすを準備する車いす整備例会には17の企業、団体、学校等の支援参加があり、活動の輪を拡

ることができた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業
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車椅子の需要

等に関す る、

調査、収集 、
文び情報提供

事業

特別支援学校、 リハビリセ
ンターを通 じて保護者の協
力を得て不要なった子 ども
用車いすを約500台集めた。

通年実施した

■特別支援学校

東京都 10校

埼玉県1校

神奈り|1県3校

■リバヒリ施設

3施設

■個人宅

東京都内30軒

2名 ×5(

コ
=100名

皮体不自由婢
の保護者不特
ど多数

４７
′

０
０

整

浣いヽ補修、製

車

備
浄

収集 した子 ども用車いすを洗

浄、補修 して新品同様に整備

した。
ベトナム向150台 、エチオピア直

90台、フィリピン向80台 、タイ

向80台、カンボジア向80台

■毎月第3日 曜
日に開催 した
■フィ リピン

向分整備を7、

3月 実施

■毎月の開催

東京都福生市

■フィリピン分

東京都 都 立多

挙工業高校

33ノヘヽ

×12ヵ 月

=396人

33ノ、

×12ヵ 月

=396人
1,204

枢
業

の
事牌継

車

包

子ども用車いすの寄贈先を決

定 し、整備 した車いすを枢
包、海外の寄贈先へ発送、ジ
地の施設に贈つた。
■寄贈先
。ネパール国際同盟

★ベ トナム赤十字社
★エチオピアチェシャ財団
★フィリピンJVR財団
★カンボジアJICA研修生同窓

会
,タ イ障害者協会

※★印は外務省の日本NGC
資金協力支援を受けて実施

■ネパール

5月

■ベ トナム

8月

■エチオピア
10月

■フィリピン

H月
■カンボジア

2月

■タイ
2月

東京都
福生市

羽村市

ネパール
ポカラ

ベ トナム

タイグエン
エチオピア

ハ
゛
ノリレタール

フィリピン
マニラ

カンボジア
プノンペン

タイ
バンコク

10名
×6回

=60名

毎外の肢体不
自由児 580名
とその保護者

4,429
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市民に対する
活動の意義α
理解を得る″
報、およびが
果に関するグ
表事業

ホームページに活動内容、濯

動成果を掲示 し、広く成果を

公表した
毎月更新 昭島市

年間
延べ人数
36名

不特定多数

279
当会の毎月の活動内容、最新
の情報を会員、支援者等にお

知らせするミニ通信 (はがき

通信)を作成、配布した

毎月実施 昭島市
年間

延べ人数
24名

斜員、支援渚
等250名

延べ5600名

技体不 自由児
福祉の理解 を
得る啓蒙事業

企業、団体、小学生、中学
生、高校生、大学生に当会
管動に参画してもらつた。

通年実施、
東京都
福生市

羽村市

年間
延人数
240名

参加者
240名


